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女性医師のキャリアデザインー出産・子育てを中心に
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要 旨 :横浜市立大学医学部医学科同窓会 (倶進会)に所属する女性医師 (1,107名)を対象に,卒

業後のキャリアおよび出産・子育てに関する経験について質問票による調査と半構造化面接による質

的調査を行った.浮かび上がってきたキヤリアデザインの一例は,ま ず専門医を取得するための臨床

経験を積み重ねる過程で,結婚し,妊娠にいたり,産体期に専門医取得試験に向けての勉強をし,復

帰までに専門医を取得する.復帰後はワークシェアや非常勤としてキャリアを積み,子供の手がかか

らなくなってから常勤として復帰する.しかし,結婚や出産は個人の希望通りにいくものではない.

どんな時期に結婚,出産しても出産 。子育てと仕事を両立できるようなサポー ト体制が整備されるこ

とが望まれる。また,医学部定員の 3割を占める女子医学生が,学生期から一人一人自身のキャリア

形成について深 く考えることが必要である。
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はじめに

近年,医学部における女子の割合は 3割にまで増加す

る中1),生涯に離職を経験する女性医師の割合は 7割を

超えている2)。 この高い離職率は,医師不足の一因を

担っており,女性の職場環境の改善 。復職支援は早急に

取 り組まなければならない問題である。現在,女性医師

の職場環境に関する研究や調査が数多 く行われ,その成

果として,女性医師バンクや再研修プログラムの作成な

ど,復職支援制度は整いつつあるが,仕事と家庭との両

立は今現在も課題が残っている3)。 仕事と家庭の両立の

為に様々なサポー ト制度の充実はまだ改善が必要な領域

と思われる。しかしながら,女性医師の低い離職率・高

い復職率の実現に不可欠となるのは,女性医師自身の

「仕事をしたい,続けたい」という意志であろう。また,

女性医師の出産,育児,復職を少なからず支えていくの

は将来の家族である.育児休暇は男性の取得も可能であ

る。女性医師の多 くが男性医師と結婚しているという事

実をふまえれば,男性医師や男子医学生にも女性医師の

キャリア形成について理解を深める必要がある。さらに

男女を問わず,職場において通常勤務のできない事情の

ある医師を支える体制整備が求められる。

目  的

平成22年度横浜市立大学医学部医学科 4年生の社会予

防医学実習 (責任者 :水嶋春朔教授)の一環として女性

医師のキヤリアデザインというテーマに取 り組んだ。女

性医師のキャリアデザインについて,勤務環境,出産 。

子育てに関する経験と勤務状況との関係を調査し,実態

を明らかにし,対策を検討することを目的とした.

対象・ 方法

自記式質問票郵送調査および半構造化面接を用いた質

的調査を行った.質問票 (1頁)は横浜市立大学医学部

医学科同窓会 (倶進会)女性会員 (1,107名 ,本学卒業

生,大学院生,入局者を含む)に ,倶進会たより発送時

に同封した。返信は,横浜市立大学社会予防医学教室宛

てに FAX,ま たはメールにて行った。メールでの回答
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